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蝶間林委員
現在の若者に、スポーツを通じた教育により健康保持と人間力向上を図ることが重要で、特に小中学生への教
育がポイントになる。よって、行政の取組の拡充や教育方法のあり方を考えていく必要がある。

中西委員
国の資料からは特段、子ども時代の施策の強化や、子ども時代の遊びや楽しいと感じる体験にフォーカスして
いることは感じられないので、奈良県には、国に先んじて、子ども時代の遊びや楽しさに焦点をあてた施策を
実施してほしい。

４．スポーツ医・科学の活用による安全性
の確保とライフパフォーマンスの向上

小川委員

国も提唱しているとおり、ハイパフォーマンススポーツのサポート
（トップアスリートへのサポート等）で得られたスポーツ医・科学
等に係る知見を、アスリートだけでなく一般の人々が日常生活で抱
える課題の解決等に生かされ、ライフパフォーマンスの向上につな
げるという視点が重要。よって、「４．スポーツ医・科学の活用に
よる安全性の確保」を「４．スポーツ医・科学の活用による安全性
の確保とライフパフォーマンスの向上」に修正。
その中には、医療安全・障害予防・指導支援・学校現場支援・熱中
症対策・救護体制・国スポレガシー・医科大学との連携などが含ま
れると思量。

その他の総論的なご意見

ご意見

公文委員 国民スポーツ大会のカウントダウンを早くから発信するのが良い。

第３章「柱３ スポーツの推進を支える人材の育成」に対するご意見

章立て（案） ご意見

柱３ スポーツの推進を支える人材の育成

柱立てを修正


